



































平成 21 年 12 月 14 日受理
 * システム情報工学科・准教授
Abstract
　　Embedded Technology Software Design Robot Contest 2009 (ET Robot 
Contest 2009) was held. The participants (354 teams) competed for the software 
by using the same hardware (autonomous vehicle) and the same course (5460mm
× 3640mm). In this report, an overview and our participation result of ET Robot 
Contest 2009 are reported. Through the participation of this contest, it is confirmed 
that the students challenged the software development actively. 
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　図 1 は、今年度の ET ロボコンで利用された
コース図である。コースは約 12 畳（5460mm
× 3640mm）の大きさで、その中に黒い線で 1
周約 20m のコースが 2 種類描かれている。走
行競技では、この 2 種類のコース（インコース、
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C++ に対応）や leJOS5）（Java に対応）などの
フリー OS が公開されているが、それらは ET
ロボコンの事務局側からも提供される。
　参加チーム数が 350 以上に及ぶことから、今








































　今年度は当研究室の 4 年生 3 名が、卒業研修
の一環として ET ロボコンに参加した。8 月は
夏季休業中であるが、北海道・東北地区大会が
8 月 30 日に開催されたため、学生達は夏休み
を返上してソフトウェア開発に取り組んだ。

















とで、C 言語でのプログラム作成は約 1 週間と
いう非常に短い期間で完了した。
　プログラム作成後は、走行テストに注力した。














　ET ロボコン 2009 北海道・東北地区大会は、
8 月 30 日にいわて県民情報交流センター（ア
イーナ）にて開催された。出場者 157 名（38 チー






（A ／ B）」というチーム名で 2 チーム参加した。
当初は RCX と NXT での参加を想定していた
が、NXT での参加希望者がいなかったため、
両チームとも RCX で参加した。B チームは今
























たものの、図 6 の通り走行競技 2 位という堂々
たる成績を残した。
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